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　雪の早朝、永平寺を訪れた。勅使門は朝日に輝き、杉の巨木の梢より時折落ち来る淡雪の
小塊の立てる、「カサッ」という密やかな音以外は、静寂そのものの世界であった。朝霧の立
ち籠める杉木立の境内には一種の霊気すら漂っているように思われた。

雪降りて  聖廟清し  杉木立



福井県医師会長　　大　中　正　光

　新年明けましておめでとうございます。
　会員の皆様方におかれましては、ご家族・職
員お揃いで決意を新たに良き新年をお迎えのこ
とと謹んでお慶び申し上げます。
　社会保障給付費は昨年度・予算ベースで110
兆円を超え、2025年度には150兆円に迫ると推
計され、財源確保の議論が進んでいる。いよい
よ、消費税が今年４月に８％、来年10月には
10%と増税を迎えることになります。値上げ分
はすべて社会保障費に充てられるとのことです
がわかりません。年末に、自民党の税制調査会
は（2014税制改正大綱案）で、10%時点で軽
減税率を導入すると決定しましたが、其の対象
品目は不明のままである。診療報酬に対する消
費税はさて、どうなるのか？
　超党派の国会議員による「国民医療を守る議
員の会」が昨年11月19日にホテルニューオー
タニで開かれ、その時、都道府県医師会代表も
出席した。200名あまりの国会議員が朝早くか
ら出席されていたが、其の日は参議院での「特
定秘密保護法」の採決があり、参議院の皆さん
は途中退席された。福井県の国会議員は山本拓
さんが出席され、私の席まで挨拶に来られた。
日医の横倉会長は、医療政策の判断基準は「国
民の安全な医療に資する政策か」、「公的医療保
険による国民皆保険は堅持出来る政策か」であ
ると説明し、そのためには、１）「過度の規制
緩和への懸念」、２）「医療と介護が共同する地
域包括ケア体制の整備の必要性」、３）「次期診
療報酬改定に対する要望」を主張した。
　薬事法改正にて市販薬99.8%のインターネッ
ト販売が決まった。其の時、規制改革会議の民
間議員楽天の三木谷さんが、パーフェクトでな
いと言って、一時、議員辞退のパフォーマンス
を演じたが、彼らの最終の目標は「処方箋薬」

のインターネット販売である。我々医師は医療
安全と格差医療の防止に精力を注いでいるので
あるが、三木谷さんは（インターネットが一番
安全であると）言った。その直後に、インター
ネット楽天上でインチキが報じられたのであ
る。
　団塊の世代約660万人が全て75歳を迎える
2025年・超高齢化時代に向かって、医療法改
正にて医療提供体制が、（高度急性期）、（急性
期）、（回復期）、（慢性期）の四つの病床機能へ
の分化が議論され、また、医療〈在宅医療な
ど〉と介護による地域包括ケア体制の確立が進
められようとしている。坂井地区医師会のこの
方面の取り組みはモデル事業として注目されて
いる。
　いよいよ、地域医療再生基金による [ ふくい
メデイカル・ネット ] が４月から運営が開始さ
れる。約３年の準備がかかり、試行錯誤がくり
かえされた。その間の県健康福祉部と県医師会
担当理事末松先生や多くの運営部会委員の先生
方の御努力に感謝申し上げます。最終的には
14の開示病院と170閲覧医療機関にてスタート
することになった。運営には決して安価でない
運営費が各医療機関に賦課されるが、県内全域
を網羅する医療情報連携システムという意味で
は全国で初めての試みであり、日本医師会でも
注目されている。多くの福井県の患者さんに
とって有用な医療情報連携となることを祈って
います。
　診療報酬改定を本年４月に迎える。消費税８
%の値上げ時点ではこれまで通り診療報酬の中
で対応するが、本体部分に関しては、財務省は
しきりにマイナス改定であると主張を繰り返し
ている。また、健康保険法において診療と薬剤
は不可分一体のものであるにもかかわらず、薬



価の引き下げ分を診療報酬の改定の財源に使う
べきでないとも主張している。小泉内閣の３回
のマイナス改定による地域医療崩壊を繰り返し
てはいけない。診療報酬のプラス改定は地域医
療の必要経費である。様々な「日医」と「国民
医療を守る議員の会」との連携で、年末に閣議
決定された予算基本方針の中で〈抑制〉という
文字が消された。

　医師会館の新館建設が進行している。４月に
は建築業者の入札を行い、５～６月には別館を
除いて本館の取り壊しが行われる予定である。
　新年が県医師会員皆様方とご家族並びに従業
員の皆様と、また、福井県民の皆様方にとって
素晴らしい年でありますように願っています。
今後とも、県医師会の事業運営に全幅の御協力
をお願い申し上げます。

　  謹 賀 新 年  　
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